









































　事実、同年 5 月 21 日付けの台南県知事磯貝静蔵の報告によれば、対岸の廈門から安平




　ペストは秋には新竹・基隆などの北部にも波及し、全島的な流行となったが、11 月 2 日、
総督府は「目下台北市街ニ於ケルペストノ病勢ハ益々蔓延ノ徴候有之ニ付此際臨時ペスト
 5 『明治二八年開府以降軍組織中　台湾総督府公文類纂　永久甲種三』第 54 案件。
 6 『自開府至軍組織中　台湾総督府公文類纂　永久乙種一五』第 25 案件。
 7 『明治二九年　台湾総督府公文類纂　永久乙種一三』第 13 案件。










































　また、総督府は同 29 年 6 月には、「台湾伝染病予防規則」を立案し、9 月に成立させた。
予防規則は「虎列刺ペスト赤痢痘瘡発疹窒扶斯腸窒扶斯実布咥利亜（格魯布）及猩紅熱」
の 8 種を伝染病と規定したが、同文書には、「予防消毒法施行ノ責ニ任スル自治団体モ無
 9 『明治二九年　台湾総督府公文類纂　永久甲種六』第 22 案件。
 10 『明治二九年　台湾総督府公文類纂　永久乙種一九』第 25 案件。
 11 『明治二九年　台湾総督府公文類纂　永久乙種一九』第 15 案件。
 12 『明治二九年　台湾総督府公文類纂　永久乙種二一』第 17 案件。
 13 『明治二九年　台湾総督府公文類纂　永久甲種六』第 10 案件。








　さらに翌明治 30 年 2 月には、総督府は「台湾中央衛生会」を設置し、公衆衛生に関す
る総督の諮詢機関とした 
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 15 『明治二九年　台湾総督府公文類纂　甲種永久六』第 16 案件。
 16 『明治三〇年　台湾総督府公文類纂　甲種永久七』第 41 案件。

















かし、ペストは翌 30 年にまた台南で発生している。この時の流行について、5 月 7 日付




















防消毒法視察の命を承けて、30 年 12 月から鹿港を再び視察している。31 年 1 月 20 日付




 18 『明治三〇年　台湾総督府公文類纂　一五年保存四』第 7 案件。
 19 『明治二九年　台湾総督府公文類纂　永久乙種一七』第 1 案件。










































 21 『明治三一年　台湾総督府公文類纂　一五年保存一』第 30 案件。









































明治 29 年 6 月、雲林地方において「土匪」に襲撃されたことを機に日本軍が多くの住民
 23 『明治三一年　台湾総督府公文類纂　一五年保存一四』第 4 案件。
 24 『明治三一年　台湾総督府公文類纂　永久乙種二八』第 15 案件。
 25 『明治三一年　台湾総督府公文類纂　永久乙種九』第 18 案件。
 26 『自開府至軍組織中　台湾総督府公文類纂　永久乙種三』第 32 案件。
